
WHILL利用の効果

長距離の移動も一人で行けるようになった・散歩で行ける範囲が広がった

WHILL利用の機能

悪路や坂道を走れる走破性、デザイン性

▼ 電車やバスを利用するような移動は誰かと一緒だった

▼ 横断歩道の最後の段差は降りて手で押していた

▼ 日課の散歩がいつも同じコースだった

▼ 一人で移動できるようになり、電車を使う離れた施設
のリハビリにも一人で行っている

▼ 横断歩道がそのまま登れるようになり、怖くなくなった

▼ 坂道が上り下りできるようになり、近くの川辺の歩道を
散歩できるようになった

▼ 3km~4km先の友人の家に一人で行けるようになった

USER PROFILE

30代 女性
158cm
穏やかで優しい性格
補装具制度による支給あり

脳出血　
左片麻痺

立上り
歩行
移動

移乗
シーティング

自立
杖を使用、30分程度
自宅内　左下肢装具
外出　杖、電動車いす
自立
VARILITEクッション使用

 補装具（以前）
手動車いす（外出〈自走〉）
杖と左下肢装具をつけての歩行（室内、近距離）

 補装具（現在）
WHILL Model A（外出〈自走〉）
杖と左下肢装具をつけての歩行（室内、近距離）

  家屋情報
マンションの1Fに両親と3人暮らし。WHILLは
日中は玄関先にだし、夜間は玄関にしまう。

  生活状況
接骨院：6回/週、施設リハビリ：1回/週、散歩：5
回/週、友人とのお出かけ：不定期
外出時はWHILLを利用し、目的地についてか
らは杖を利用して歩行している。WHILLがきて
から日課の散歩で行ける場所が増えた。

  介護保険/障害者手帳
身体障害者手帳　1級

一人で出かける散歩が増えました。
両親にはちょっと心配されていますが、WHILLがきて今は色々な所へ行ってみたいです。
近所の整骨院へ杖で歩いて行ってた時は、たまに転倒して不安のある場所もありましたが、WHILLなら安心して行けます^^

病気発症後に行きたかった川沿いの遊歩道にも行くことができ、今は毎日家の周囲の散歩を楽しんでいます。近い将来には就職をして通勤に使いたい
と思っています。

接骨院前の悪路 川辺に向かう坂道（下り） お気に入りになった川辺の散歩道 杖ホルダーとカゴは一人で出かける際の必需品

USER’S
VOICE

WHILL購入以前 長距離の移動には介助者が必要 BEFORE WHILL購入以降 電車やバスを使い自分で移動できる AFTER

WHILLご利用の事例

Case No. 5


